
(全体イメージロ)

当事者同士の

ささえ含い

地域でのささえ含い

弟28号

平 成 12年 3月 23日
阿 品 台 地 区
コミュニテイーをすすめる会

阿品台公民館

(TEL39-4338)
阿品台地区人口世帯数

平成 12年 3月 1日 現在

今」 5蒟 人 晏 [l戦炎
世帯数   3,510世 帯
高齢化率   H.26%

(市 14.00)
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o全市的な住民参加型在宅福祉サービス
o全市的なボランティア活動 (技術ボランティア、.■  |

ささえ愛ネットはつかいちなど)
o先駆的、モデル的事業

いけばいいの
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oどんな!舌動をして

☆ボランティアグルァプづくり  |
☆協力員の設置    ‐

i    ‐
:各町内会に1～2人程度 |   ‐ ‐
‐
町内の実状を把握、福祉問題の発見

｀

必要があれば民生児童委員へ連絡、協力

ボランティアの開拓、仲間づくりなど

☆

☆

☆

☆

☆

☆

訪間 (おしゃべり)ボランティア

配食ボランテイア  ■ l   tl

外出(散歩、東い物t通院‐)介助ボランテイア |

高齢者、障害者の集いの場づくリ
ー
‐   ‐

緊急時の連絡体制 (見守り)づくリ ー   ‐

1悩み相談の場となるような各種グルニプづくり

(子育てを援助する会など)   |

小地域福祉ネットウァクづくり     |:
(例 ):Aさんの問題を解決するためのネットワ‐ク

相談、見守り活動   ‐

声かけなどの訪問

買い物や通院介助などを

行い、A‐さんが住み慣れた

地域で生活が続けられる

よう菜援します   .1

☆ ボランティア学習会
☆ 介護教室
☆ 福祉懇談会
☆ 当事者の声を聞く会
☆ アンケート調査
☆ 行政への要望

1亀l穆

ノ

/

饉

・

一
ヨ

●



會藝1畿1餞1瞑1餞f蘇饉解響51

１
月
９
日
幅

、
阿
品
台
公
民
館

に
８０
名
が
参
集
し
て
、
恒
例
の
新

年
互
礼
会
が
開
催
さ
れ
た
。

山
下
市
長
、
仁
井
田
議
長
、
松

井
県
議
、
竹
下
県
社
協
会
長
を
は

じ
め
、
学
校
や
保
育
所
、
官
公
庁

関
係
者
、
企
業
や
福
祉
施
設
、
民

生
児
童
委
員
、
関
係
団
体
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
代
表
な
ど
阿
品
台
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
お
世
話
に
な

っ

て
い
る
方
々
も
お
招
き
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
員
が
各
テ
ー
ブ

ル
で
お
も
て
な
し
を
す
る
形
で
、

新
年
を
お
祝
い
し
、
今
年
に
か
け

る
抱
負
な
ど
を
語
り
あ

っ
た
。
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２
月
２９
日
秋

の
お
昼
ど
き
、
阿

品
台
公
民
館
の
大
研
修
室
が
拍
手

と
笑
い
と
歌
声
に
つ
つ
ま
れ
た
。

民
生
児
童
委
員
協
議
会
が
永
年

に
わ
た

っ
て
続
け
て
い
る

「
ふ
れ

あ
い
昼
食
会
」
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
共
催
し
て
お

り
、
山
本
会
長
か
ら
の
心
あ
た
た

ま
る
ご
挨
拶
の
あ
と
、
民
生
児
童

委
員
の
お
も
て
な
し
で
心
づ
く
し

の
昼
食
を
い
た
だ
く
。

引
き
続
き
吟
詠
、
詩
舞
、
等
曲

を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
民
生
児
童
委

員
の
歌
唱
指
導
で
み
ん
な
で
楽
し

く
歌

っ
た
。

阿
品
台
地
区
の
６５
才
以
上
の

一

人
暮
ら
し
の
方
は
７５
名
お
ら
れ
、

去
年
よ
り
１０
名
増
加
し
て
い
る
。
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業
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助
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で
、
つ
ぎ
の

と
お
り
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
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，
一
二
〇
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円

ｏ
放
送
設
備
・

八
〇
万
円

米
も

の,米

竹
下
前
部
長
を
引
継
い
で
一年
―．、

誌

‐名
の
た
報
部
員‐‐‥一
η
～
お
争
ｉ

出
す
こ
と
が
で
き
．た
ず
竹
下
さ
ん

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
ｔ
た
。

一さ
て
、
市
で
は
昨
年
４

‐
月‐
ヽ
自

治
振
興
課
を
設
け
ヽ
コ
■ヽ
ニ
テ
ィ

推
進
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

地
域

へ
出
向
い
て
の
実
態
把
握

な
ど
に
精
力
的
に
取
組
み
、
あ
る

べ
き
姿
を
求
め
て
い
る
。

阿
品
台
地
区
で
も
１１
月
２９
日
は

連
合
町
内
会
、１２
月
，
日
は
マ
≧ヽ
ニ

テ
ィ
の
聴
き
取
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
課
題
の
ひ
と
う
と
し

て
、
今
、
福
祉
部
に
協
力
員
を
加

え
て
、
い
わ
ゅ
る
地
区
社
協
の
形

に
し
よ
う
と
の
協
議
が
続
け
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
協
力
員
の
選
び

方
が
宿
題
で
あ
る
と
の
こ
と
。

あ
と
ひ
と
押
ｔ
が
期
待
さ
れ
る

と

」ゝろ
で
あ
る
。　
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